
小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 医療法人社団 景翠会 代表者 笠貫 宏 

 

法人・ 

事業所 

の特徴 

金沢動物園近くの閑静な住宅街に位置しており、安全な環境のもと、四季を感じて頂け 

る散歩外出や、月に一度のイベントを開催しています。長きに渡りこの地域で育んでき 

た、金沢病院グループの医療・介護の経験を活かし「地域で暮らす方々が、その人らし

く、ご自宅での生活が続けられるよう」柔軟なサービスで対応させて頂きます。 
事業所名 

けいすい小規模多機能 

さとやま 
管理者 吉田 広子 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

人 1 人 3 人 2 人 2 人 1 人 人 2 人 人 11 人 

 

項  目 前回の改善計画 
前回の改善計画に対する取組み・

結果 
意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価 

  の確認 

・その方に合った安全、安心な介助技

術の統一とスキルアップの向上に

努める 

・ミーティング等で介助方法

の統一を図り、安全な介助

を行う事ができた。 

・スタッフが自己評価を行って

いる事が確認できました。 

・各種評価、ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等を活用し、個人

及びチームとしての介護技術向上を

図る。 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

・換気、消毒、清掃と空気清浄機や加

湿器による感染予防を継続する。 

・日々の換気、消毒、清掃を行

い、感染予防に努めた。冬場

の加湿を心掛けたい。 

 

・今も感染予防に様々な観点か

ら努めていることがうかがえ

ました。 

 

・季節を感じ快適に過ごせるよう、季

節に合った環境を整備する。 

・年 2 回、業者による空調保守・清掃

を行う。 

・法人の感染予防チームの点検を行う 

Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

・回覧をしっかりチェックするととも

に地域からの情報、意見に迅速かつ

丁寧に対応し、地域との協力体制を

維持・継続する。 

・回覧物や推進会議の場を通

し、地域からの情報を共有

することができた。 

・小規模の良さをもっとわかって

もらえるといいですね。 

・さとやまサロンや掲示板で近隣に小

規模多機能の紹介を継続していく。 

・回覧板や会議等で地域の情報を共有

する。 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

・地域での外出やｲﾍﾞﾝﾄでの外出を継

続して行い、在宅での生活を支えて

いき、生活にメリハリをつける。 

・季節に合わせたイベントを

計画実施し、季節を感じな

がら外出を楽しむことが出

来た。 

・毎月様々なイベントを計画して

実施しているので、びっくりし

ました。 

・近隣保育園との交流や、近隣施設の

利用支援など地域活動を支援する。 

・地域資源を活用し、自宅での生活を

継続できるように支援する。 

 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

・地域からの情報や活動状況を把握す

るとともに、さとやまの様子も発信

し、地域の課題等があれば一緒に取

り組む。 

・定期的に推進会議を開催

し、さとやまと地域の情報

共有ができた。 

・さとやま利用者と地域の方との

つながりを推進会議の場を通し

お伝えできた。 

・会議において地域の情報を得るとと

もに、利用者家族及び地域の方の介

護相談の場としても活用する。 

 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

・年２回の消防訓練を継続し、非常時

（災害・火災等）に全職員が適切な

行動をとれるよう訓練行い、地域の

方にも訓練に参加していた 

だく。 

・年に 2 回消防訓練を行い、

火災、災害時の避難に関す

る事、ＡＥＤの使い方等を

学ぶことができた。 

・毎年地域の方と共同で防災訓練

に取り組んでいる事が確認でき

ました。 

・年 2 回の防災訓練を通し、非常時の

適切な行動を身に着ける。また、職

員の防災意識の向上を図る。 


